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アマ・ダブラム（６，８５６ｍ）登頂記 

                           藤沢山の会 中山  

 

アマ・ダブラム（６，

８５６ｍ）とは、エベ

レスト街道を象徴する

非常に美しい鋭鋒であ

る。その由来はシェル

パ語で「母（アマ）の

首飾り（ダブラム）」と

いう意味であり、南側

から見た姿は、まるで、

首飾りをした聖母マリ

アのようだ。そして、

その山容からも分かる

ように、８，０００ｍ

を含むすべての登山公募隊の中で、最も登攀要素が多くテクニカルな登山として知られている。 

ちなみに、エクスペディションとは主に７，０００ｍ以上の登山で用いられる手法で、ルート工作（フィック

スロープ）、キャンプ設営、食事の提供、幕営装備（寝袋、マット）や登攀具（アイゼン、ピッケル、ハーネス、

ハンドアッセンダー、８環等）の歩荷サービスがセットになった登山パッケージである。 

アイランドピークやロブチェピークといった、村から１泊２日で登頂するトレッキングピークと異なり、豪華

で快適なベースキャンプ（ＢＣ）に加え上部キャンプ（Ｃ１、Ｃ２、３Ｃ）が設営され、フィックスロープの利

用費や高額な登山許可も必要となるため、料金も１５０万円程と約３倍になる。 

 

ルート概要と戦略 

ＢＣ（４，６００ｍ）とＣ１（５，６９０ｍ）の高度差が大きいので、本隊では高山病対策のためＣ１より下

の５，３００～５，４００ｍ程度の場所にＬｏｗＣ１（ＬＣ１）を追加した。ＢＣ～Ｃ１は広大でゆったりとし

た斜面を長く歩く。特に難所はないが、順応が出来ていないと呼吸が苦しい。６時間程マラソンを続けるような

ものだ。Ｃ１～Ｃ２は岩稜帯が続いた後、最後にイエロータワーという高さ 20mの垂直な壁（グレード５．９程

度）の難所がある。ここも厳冬期靴と装備を担いだ状態ではなかなか大変。その岩塔の上に設営されるのがＣ２。
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極めて狭く、用を足す場所もないため極めて臭い。そしてＣ２～Ｃ３にはグレードクーロワールという高さ１５

０ｍ程度の長い岩場が続いた後、マッシュルームリッジというナイフリッジを通過しＣ３に至る。Ｃ３は雪稜の

上に設営されるがスペースが少ないためテントは１０張程度。Ｃ３～山頂は４０－５０度程度の雪壁をひたすら

ユマーリングで登っていく。 

行程は、２度の高度順応行程の後、サミットプッシュに出発する。順応１は宿泊をせずにＣ１を往復（出来る

だけＣ１に長く滞在する）、順応２はＬＣ１、Ｃ１、Ｃ２に宿泊した後ＢＣに下山（３泊４日）。サミットプッシ

ュは、Ｄａｙ１はＣ１で１泊、翌日の昼にＣ２に到着しレスト。夜２１時に出発し、０時頃にＣ３着。４時間程

休憩して朝４時頃に出発し、午前 7時頃の登頂を目指す。登頂後はＣ１まで一気に下山し、翌日ＢＣまで下山す

るという２泊３日行程の戦略で臨んだ。 

 

登山録 

私は別のツアーのガイドをしていたため、アマ・ダブラム BCには登山隊メンバー6名が 2度目の高度順応を終

えたタイミングで合流した。ところが、合流した時点で２名（Ａさん、Ｂさんとする）は日本出発前にコロナに

羅患した後遺症で歩くのが難しい状況であり、１名は体調的不良状況であった（Ｃさんとする）。Ａさんは咳が出

続けていたため、登山は断念頂き、急遽ゴーキョトレッキングのプランに変更した。ＢさんとＣさんはサミット

プッシュに参加する意思があったため、Ｂさんは先に私とＬＣ１で１泊し、Ｃさんを含む残りの４名とは翌日Ｃ

１で合流する計画とした。 

 

いよいよ登山開始。私は順応行程を経ていないので、ＬＣ１付近の足取りはそれなりに重かったが、ゆっくり

と景色を楽しみながら歩いた。一方、Ｂさんは５，２００ｍを越えてから咳が出るようになったため、予定より

も低い場所にＬＣ１を設営。到着後はゆっくりと散歩をして過ごす。すでに標高は５，５００ｍほどの場所にい

るので、どこに目を向けても絶景だ。夕食は雑炊。キャンプ到着後はＢさんの咳も治まったが、呼吸をしてもＳ

ＰＯ２の数字が７０程度。夜もパルスオキシメーターを付けた状態で寝て

頂き、１時間おきにチェックをしたが、残念ながら肺炎の可能性が高いと

判断し、断念することとなった。 

 

翌朝、現地ガイドにピックアップを依頼し、Ｂさんは下山。私は１人で

Ｃ１に向かい、テントを整備して後続の４人と現地ガイドを待つ。ひたす

ら景色を楽しみながらのんびりと歩く。どこを見ても絶景だ。２時間程で

後続隊が上がってきたが、残念ながら Cさんは体調が回復せず下山された

とのこと。ここから先は私と現地ガイド２名、クライアント３名の体制で

進むこととなった。ＢＣ－Ｃ１はそれなりに長く、この先はゆっくり休め

るタイミングがないので、しっかりと休息を取る。 

 

翌日はＣ１からＣ２に向かう。この区間は高度感のある北アルプスのよ

うな岩場が続くが、フィックスロープの安心感もあるのでとても楽しい。

そして、Ｃ２手前のイエロータワーに到着（右図）。噂どおり渋滞となっていて１５名ほど待ちの状態。ロープは

２本あるが、一人５分以上かかるので３０分以上待つ。私とガイド１名が先に上がり、上から荷物を引き上げて

空身で登ってもらうことにした。ロープは５本くらい下がっていたので、上にいた他隊のガイドにどのロープが

安全かを確認してユマールで上がる。壁の途中で１００ｍ全力ダッシュをした後のように息が切れてしまい、少

し休憩。後ろからのプレッシャーもあるのでひぃひぃ言いながらなんとか登る。支点に到着してびっくり。先ほ

ど勧められたロープは表皮が完全に破け、中身が飛び出していた。あまりにも危険なため即座にナイフで切り落

とした。そうして、荷物とクライアントの引き上げも完了し、ようやくＣ２（下写真）に到着。 
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それにしても、なんという

キャンプだろう。岩塔の絶壁

に無理やりテントを張るが、

４分の１は崖の外にはみ出し

ている。そして、とんでもな

く臭い。トイレ事情として大

きい方は臭わない袋（という

名の臭う袋）に入れて持ち帰

るルールなのだが、そこら中

に振り撒かれる尿の匂いがた

まらない。到着した時はあま

りの臭いに嗚咽が出るほどだ

ったが、３０分程でそれなり

に慣れた。人の順応とはなん

と恐ろしいものだろう。さて、

夜１０時に出発するので、昼

食後は仮眠を取る必要があるが、使用予定だったテント１張に人が残っていて入れない。１張はクライアント用

のテントとして、私と現地ガイドは岩の間で休むことにした。そもそも、私は高度順応の行程を経ていないので

しっかり眠ると高山病リスクが高い。この時点でも油断すると血中酸素濃度の値が低かったので、高山病リスク

を背負って眠るよりも、夜通し意識呼吸を続けることを選んだ。 

本日のディナーは日清のラ王の柚子塩味。現地で出されるスープヌードルよりも美味しく、アルファ米より食

が進むので、最近のエクスペディションではよく利用させて頂いている。食後は日が暮れてさすがに寒いので、

テントの前室に入って再度休憩に入る。今夜から、いよいよサミット

プッシュの長い長い最終日が始まる。 

 

夜２１時に起床し、お茶と行動食を食べて出発準備をする。予報通

り、気温は－１５度程度でうっすら雪が舞ってはいるものの風は弱く

絶好のコンディション。２１時頃に出発。最初に待ち受けるのは、１

５０ｍもの岩壁が続くグレートクーロワール（左写真）。暗闇でよく見

えないが、基本的にグレード５．６～たまに５．８くらいのスラブと

垂壁がひたすら続く。手足もはっきりしていて最高に楽しいルートな

ので、出来れば明るい時間にしっかり楽しみたかった。グレートクー

ロワールを通過し、上に幅７０ｃｍ程度のテラスがあるので、そこで

アイゼンを装着する。万が一にもアイゼンを落とすと取り返しがつか

ないので、クライアントの装着サポートとチェックをした。それから

自分のアイゼンを装着しようとしたその時、アイゼンがスルリと手の

間から滑り落ちる。分厚い厳冬期グローブの上をお手玉のように２、

３回宙を舞った後、ギリギリ足元でキャッチに成功した。まさに九死に一生であり、今回の登山で一番ヒヤリと

したシーンであった。 

 

 すぐに先行部隊に追いつき、岩と氷のミックスをユマーリングしながら登っていくと、マッシュルームリッジ

に到着する。キノコのような雪氷が見られるナイフリッジが続くことがネーミングの由来。フィックスロープが

あるので何百メートルも落下するリスクはないのだが、水平に張られたロープはピンピンに張られているわけで

はないので、支えにならない場所も多い。岩肌が露出した幅３０ｃｍくらいの急なスラブを下るパートはアイゼ
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ンが滑って転倒しそうな緊張感があった。 

 

 マッシュルームリッジを越えて雪壁を少し登るとようやくＣ３に到着する。０時頃に到着する予定だったが、

時刻はすでに１時を回っていた。すぐにテントに入って休養を取ろうとするが、ここも空いているテントが少な

く、クライアント３名はテントの奥に詰めて頂き、私と現地ガイドは前室にマットを敷いて、足だけテント内に

突っ込むことにした。人が詰まったテントは最高に暖かい。朝４時半起床、５時出発としてレストに入る。こう

いう時、快適とは言えない環境で風の音もあり、興奮状態にもあるので、なかなか寝付けるものではない。しか

し、目をつぶって全身の筋肉を弛緩させ横たわっていれば体力は十分に回復する。どうしようこうしようと不安

に駆られて脳を働かせてはいけないのだ。・・・と言い聞かせて全力で休むことが大切だと思う。 

 起床のアラームが鳴り、すぐにメンバーの血中酸素濃度を確認すると、１名（Ｄさんとする）の数値がやや低

い状況であったため、万が一に備えて荷上げしておいた酸素ボンベをシェルパが携行することにした。ちなみに、

エクスペディション用のボンベは４．５ｋｇ、レギュレーターやマスクを含めて約５ｋｇ。１本あたりの費用は

１５０ＵＳ＄（約４５００0円）と高額だが、ここまで来て登頂出来ない可能性を考えるとお買い得ともいえる。

ちなみに、天候次第ではエベレストＣ４での金額は約３倍にも膨れ上がる。ここでの出発準備は、軽く行動食を

食べ、ハーネスを付け、靴を履き、アイゼンを付けるというシンプルなものだが、薄い酸素と眠気と疲労で立ち

上がるのも億劫だ。こんな時、立ち上がる元気と勇気をくれるのがユンケル黄帝液だ。一瞬で元気が出て眠気が

吹っ飛ぶ。ヒマラヤの高峰に挑戦される方は是非お持ち頂くことをお勧めする。瓶含めて８５ｇは軽視できる重

量ではないが、それ以上の価値をもたらしてくれる。準備を終え、お互いに背中を叩きあいながら、「あとたった

の３時間でサミッターだ！」と激を飛ばしてテンションを高めれば、いよいよ山頂に向けて出発だ。 

 

 Ｃ３から上はひたすら雪壁登り。焦らず、呼吸を切らさないようゆっくりと登っていくと、地平線が濃いオレ

ンジに変わり、薄紫やピンク色の鮮やかな空と共にヒマラヤの山々が顔を出す。呼吸は苦しいが、思わず笑みが

こぼれる幸せな時間だ。およそ半分まで登ったところで、Ｄさんからやはり肺が苦しいとの声が出る。肺水腫の

気配は感じられなかったが、唇がやや変色していたため、酸素ボンベを利用して登ることとする。酸素ボンベを

吸い始めてからは一気にスピードが上が

る。４呼吸１歩でも苦しいのに、一人だ

け下界のような足取りになるのだから酸

素の力は偉大だ。 

 

 山頂まであと１時間というところで、

前に２０名程の渋滞が起きていた。５０

～６０度くらいの急な雪壁なので、何が

起きているかは見えないが、幅２ｍ以上

のクレバスがあり通過が困難とのこと。

確かに飛び越えることは難しい。前グル

ープがルート工作するのを３０分近く待

つ。この状況で待ち続けるのはかなりし

んどい。手足が冷えてしまうためアウターグローブなどを装着して体操をしながら待っていると、太陽が顔を出

し一気に体が温まった。ヒマラヤ登山をしていると何度もこういったシーンと出くわすが、そのたびに太陽の有

難さを感じる。結局、クレバスまで到着しても、前グループがどういったルート工作をしたのか分からなかった

が、自分達は先に私とガイド１名が対岸に飛び、ロープで引き上げて通過することにした。 

 

 ここまでくると山頂はもう目前だ！と思い違いを３～４回ほど続け、まだつかないまだつかないと思いながら、

登っても登っても先が続く無限雪壁を登り続けていると、上に人だかりが見えてきた。このゴールが見えてから
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が、また長く苦しいわけだが、ようやく山頂に到着した。 

 アマ・ダブラムの山頂は想像よりも遥かに広く、山の中に他のピークがないので、３６０度の絶景が広がって

いた。だが、私の第一の感想は、そんな素晴らしい景色への感動よりも、「登山が楽しかった！！！」というもの

だった。私は８，０００ｍ峰も含めて６，０００ｍ以上のピークは１０回以上踏んでいるが、アマ・ダブラムほ

ど登攀要素や登り方に変化がある山は初めてだ。 

 

 ヒマラヤ登山の商業化がまるで卑下されるように言われる昨今ではあるが、私のような先鋭的でもない一般登

山者がこれほどの体験や景色を堪能できることは、ひとえにエクスペディションの存在価値に他ならない。未踏

峰やフィックスロープがない山も戦略を練ったり攻略方法を考える楽しさがある一方、（私のレベルでは）どうし

ても登攀要素の少ない山やルートを選択せざるをえない。 

子供が３歳になる私が、命を危険にさらさずに、「世界で最も楽しい登山体験が出来る山」こそが、アマ・ダブ

ラムなのだと思う。 

 

 

「秋の西丹沢を歩こう」参加者募集！！ 

≪西丹沢ビジターセンター/ガイド野外活動タイアップ≫ 

 

秋の西丹沢の自然を、西丹沢ビジターセンターとタイアップして、楽しく学んでそして触れて、満喫します。 

西丹沢の自然（特に植生、季節の野草など）について、西丹沢ビジターセンター内で、職員の方によるスライ

ド＆トークで学んでから、昼食をはさんで、ガイドさんと一緒に、ゆっくりと西沢にそって下棚大滝までを往復

します。晩夏から初秋にかけてのさまざまな草花を観察していきます。 

 

 春に開催して多くのご参加をいただきました「里山を歩こう/高尾山周辺」のいわば“秋バージョン”の取り組

みです。皆さまの参加をお願いいたします。 

 詳細は下記のとおりです。 

記 

１． 日時：９月２７日（日）・・・雨天中止・・・ 

２． 集合：８時１０分 小田急線新松田駅北口 西丹沢ビジターセンター行バス発着所 

３． スケジュール： 

バス発着所８：２５～９：３６西丹沢ビジターセンター 

スライドトーク視聴 10：30～１1：00（または、１１：００～１１：３０） 

昼食 

野外体験１２：３０～（西沢）～１３：３０下棚大滝下１４：００～１５：３０戻り着 

帰路/西丹沢ビジターセンター/１５：４０～1６：４９（または１７：０５～１８：１４）～解散 

参加者には別途、実施要領をお渡しいたします（９月中旬予定） 

４． 費用：無料（ただし、西丹沢ビジターセンターまでの交通費は自己負担） 

５． 定員：２０名 

６． 申し込み先 

次の e-mail address宛に申し込みをお願いいたします。 

bosyuu_sizen901@k-rouzan.net  自然保護委員会 秋の西丹沢 二瓶宛て 

↑（アンダ―バー） 

メール本文に、送信者氏名、所属会、返信用アドレスを明記して下さい。 

７． 締め切り：９月１７日（水） 

mailto:bosyuu_sizen901@k-rouzan.net
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６月自然保護委員会議事録 

日 時：５月１９日（火）１８：００～２０：００ 

 

 

協議内容 

クリーンハイク関連 

感想文の回収状況 

・添付の通り。清掃活動は７団体受領済み。５団体

未受領。登山道整備は７団体すべて受領済み。 

 

クリーンハイク反省点 

・藤沢山の会 M さんからのご意見 

クリーンハイク実行委員会への参加について、最初

の３回は聞いているのみ。参加の必要がないので

は？ 

・同意見の方もあるが、他方、聞いているだけでも

全体の流れがわかるので参加の意義があるとの意見

もある。 

・全員で参加の意義を高めるため、初回は「今回の

クリーンハイクをどう進めるか？」との議論を行う

会にした方が良いのでは？⇒その方向で検討してみ

たい。 

・「どう進めるか」に関連しての発言 

＊ゴミの量が少ないので、清掃活動から登山道整備

に重点を移したらどうか？との意見も過去にあった。 

・そういう意見もあったが、登山道整備はきついか

らと人数が増えない状況でもある。など意見あり。

継続審議。 

配布物は事前にまとめておいた方が良い。―これは

「その通り」 

一般参加の方に対するもしもの時のサポート 

・１０年程度前では、事故等の予備的対応として、

救助隊が主要地点に待機したが、天候を問わずの終

日待機が重労働であることなどから取り止めとなっ

た経緯がある。 

・公募した一般参加者は２０２４年まではほぼゼロ

であったが今年は７名と増えたので来年に向けては、

各会に委ねるやり方は再考した方がよいのはないか。

例えば一般参加用のコースは予め決めておき、そし

て救助隊または実行委員会がエスコートする方式な

ら、安心安全登山が確保できるのではないか。 

 

・N さんの意見 

トング・小旗が余ってしまった。事前準備が必要。

―これは「その通り」 

集合写真用に神奈川県連の横断幕が必要は？―買う

方向で検討する。ネットなどで業者から見積もりを

取ってみる。 

・NJ さんの意見 

登山道整備の中でひとりだけ歩くのが遅く、その一

人の為に進行が極端に遅れ、苦情が出た。 

⇒その為に、クリーンハイク委員会の一人が最後尾

を歩きお世話するつもりであり実際にお世話した。

その主旨が伝わらず、全体の進行が遅れてしまった。

次回からコミュニケーションを徹底したい。別の方

法として、遅い人がいる会は会でまとまって遅れて

歩く。 

表紙についてー心当たりの伝手に相談してみる。 

水質調査 過去からの調査結果表 

ボラネットのデータを載せるかどうか判断必要。 

その他 

６月２４日実施のヤマビル・マダニ講演について 

・（NH さんより）参加者も多く成功裏に終了した。

報告をまとめて連盟ニュースに投稿する。 

・このような講演は久しぶりであり、実施したアン

ケートは、会員ニーズの理解、これからの企画に重

要である。講演の次のテーマとしては「クマ」が圧

倒的に多かった。また、自然保護委員会の範疇から

外れるが、６０～７０代における登山技術・セルフ

レスキュー習得（年齢相応の対処・知見）が多かっ

た。 

・皆さんに書いていただいたアンケート結果を、次

回からの講演実施に生かしていきたい。 

・出席者は、会員への事前周知をしっかりと実施し

た会が多かった。県連ニュース配信のみでは気付か

ない会員が多いようであり、各会においては別途の

配信、例会等での周知が肝要になる。 

３．「西丹沢を歩こう」（開催予定９月２７日）につ

いて 

＊開催時期を９月２７日にすることで再確認した。 

＊７月の連盟ニュースに募集チラシを掲載する。 

４．「議案書」について 
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９月の理事会に対する自然保護委員会の議案書につ

いて、原案は中村が用意したが、その原案に対しい

ろいろな意見が出たので、その意見を基に議案書を

修正し、事務局長・常任理事会のメンバーに送付す

る。 

５．その他 

１）バードウオッチング、秋の東日本震災復興支援

については次回協議。 

２）次回開催予定 ７月２８日（火） 

 

 

 

第４０期第４回常任理事会議事録（Ｚｏｏｍ） 

日 時 ７月５日（日）２０：００～２１：４０ 

 

 

定期理事会： 

○９／６（日）、ユニコムプラザ相模原（相模大野） 

○スケジュール 

・７／５（日）本日、第一稿を協議した。以下特記

事項 

② 理事長冒頭文（改革関連含む） 

②不詳事案を踏まえての会計報告、再発防止策実施

状況の報告 

③各専門部会の上期報告・下期計画（簡素化する） 

④新スポの対応方針の報告 

・７／１３（月）まで、第一稿を作成して、理事 ML

および各会事務局長ＭＬにて発信する。合わせて、

理事の出欠、理事意見（各会意見を踏まえたもの）、

代理人手続き等の期限を設定する（当日１０日前の

８／２７前後）。 

・７／１４（火）各会事務局長会議にて、第一稿発

信の周知、第二稿（最終稿）の予告、諸手続き等の

留意事項を徹底する。 

・８／９（日）常任理事会、第二稿（最終稿）精査、

協議、確定する。 

・８／１４（金）最終稿を発信する。理事出欠・意

見提出等をリマインドする。 

・８／２７（木）理事出欠・意見書提出・代理人届

の期日 

・８／３０（日）常任理事会（追加） 当日運営全

般の協議 

・９／６（日）定期理事会 

久保理事長より 

○説明会を６／２８に開催し、無事に終了した。関

係者全員の努力のおかげであり感謝する。全会宛て

に最終ご報告を順次郵送する。 

○９月の定期理事会においては、県連の改革につい

て骨子となる考えを提示するので、活発な協議を進

めたい。 

○説明会の報告書に改革事項の大まかな骨子を盛り

込んだので、各会の代表の手元には既に届いており、

ご覧になって頂いているだろう。 

○そして情報のＩＴ化が大きな要素。いかに県連執

行部 (常任理事会と各専門部会) と連盟員の距離を

縮め、身近な存在なれるかがポイント。ＩＴ化を通

じて、情報へのアクセスのし易さ、県連行事への参

加のし易さ等を進めていきたい。 

６／２８説明会： 

○実施報告 

・９団体（うち１団体は出席者兼務）、9名に出席し

ていただいた。 

・事案の詳細な経緯、原因検証と再発防止策・その

実施状況、事案総括と県連改革、質疑応答を行った。

１３時スタート、終了予定は１５時としていたが、

質疑応答が終了する迄行ったので、実際の終了は１

６時となった。 

○全会あてご報告の郵送（７／５に１３団体へ郵送

した。連絡がない残り６団体には順次郵送とした

い。） 

教育部と救助隊： 

○統廃合は具体的な進捗がない。月次会議では参加
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者が少なく議論が思うようには進んでいないが、８

月までは新体制の討議期間としているが、そろそろ

具体策も提示しながら取りまとめしたい。その中で

は、秋から冬にかけての講習会について２件、前向

きに進めていく動きも出てきた。 

○催行等 

・９月／気象講座は初めて「観天望気」を予定して

いる。屋外での実施である。新しい試みで新鮮さが

あるだろう。 

・１１月/岩登り実技講習。我々自身のレベルアップ

と講習会の両立を図る。ガイドに講師をお願いし、

我々はサポートに回る。 

自然保護委員会： 

○６／２４講演会「ヤマビル・マダニを知る」は、

出席者総数４２名、実践的かつ具体的な対処方法が

中心で、皆熱心に聴講されていた。成功と言える。

当日アンケートより、次回「クマ」をテーマとする

講演会を進めたい。 

○催行等 

・９月２７日/自然観察ハイク「西丹沢を歩こう」、

西丹沢ビジターセンターとのタイアップ 

・１０月２４日/秋の丹沢植樹、丹沢自然保護委員会

主催へのジョイン山行 

・１１月７日～９日/東日本大震災石巻ボランティア

活動 

事務局部より： 

○７／１４第２回事務局長会議では、不祥事案の最

終報告、９月定期理事会のアナウンスメント等を行

う 

○事務局会計事務の立て直し状況を９月定例理事会

にて報告する。 

○行事 

・関東ブロック役員交流会（9/12-13、埼玉県連） 

・関東ブロック救助隊（10/17-18） 

・関東ブロック自然保護集会については、別途自然

保護委員会が確認する。 

新スポ連より： 

○６／１３総会の報告 

・県連から３名（関根、久保、渡辺）が出席した。 

・特段の議題もなく、平易に終了した。 

○９月常任理事会では、３月総会でいただいた多く

の意見を咀嚼して、新スポ連との在り方を提示した

い。 

システム： 

○メールサーバの入替え状況／検討中 

○アーカイブの新規設置/DropBoxを候補として具

体的な検討を開始した。 

その他 

○次回の常任理事会は、８／９（日）２０時/Ｚｏｏ

ｍ、1週間繰り延べ。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｎｏ.546 2026 年 7 月号 

10 

 

2026 年 7 月 14 日事務局長会議・議事録 

20：00 開始」、21：10 終了 

司会 （事務局） 

 

1. 理事長から伝えたい内容 １５分 

○ 不祥事案の終息（6/28説明会実施・終了、ご報

告の全会郵送をもって、総体での終息となりま

す） 

○ 定期理事会の開催（9/6）、ならびに県連改革の

骨子を説明した。詳細は後述のとおり。 

 

2.事務局部 10分 

＊事務局長より（二瓶） 

○ 不祥事案のご報告の郵送（全 19 団体のうち 18

団体に郵送した） 

○ 定期理事会のスケジュール、特に理事意見書等

の提出およびその期日 

 8/14議案書最終稿を発信する予定。前回ま

では当日直前で各会での検討が困難であ

ったが、改善に最優先で注力している。な

お、次回総会では 1ヶ月前の提示に取り組

む。 

 8/27 理事出欠、意見書、代理人届の期日 

 理事意見書の提出につき進めていただき

たい 

 

＊ 連盟ニュース（佐藤） 

表紙と寄稿文 

2026/4月 川崎ハイキング

クラブ 

5月 芝笛クラブ 6月 Ｍ＆Ｃ 

7月 藤沢山の会 8月 小田原ナーゲル 9月 ＡＣ横浜 

10月 みずなら山の会 11月 カモ会 12月 雪童山の会 

2027/1月 地平線の会 ２月 山＋＋ ３月 メーグリ家 

４月 Grazie ５月 さがみ山友会 ６月 相模ＡＣ 

 7月号編集中、数日中に HP 掲載の見通し 

 

＊ メール・ホームページ関係 

 特になし 

 

＊ 事故一報  

 特になし 

  

＊ ヒヤリハット 

 各会からの報告がほぼ皆無（1件のみ） 

 報告フォーマットを送付するので、8/31期日と

して報告いただきたい 

 

＊ 会計 

○ 連盟費（第 2四半期分）の振込 

・期日の 7月 31日を厳守して下さい 

・連盟費@420円です。前期までに過払いの団体

は、その過払い金額を差引いて振り込んで下さ

い 

 

3. 専門部 20分 

＊自然保護委員会 

 クリーンハイクは無事終了した。感想文をの編 

  編集中 

 

 

 6/24講演会「ヤマビル・マダニを知る」も無事

終了した。出席者総勢 42 名にのぼった。大い

に好評であった。したがって、次回を検討して

いきたく、「熊対策」が第一テーマ。 

 9/27「西丹沢を歩こう」、西丹沢ビジターセン

ターとタイアップ、ガイド付き自然観察ハイク。 

 10/27丹沢植樹イベント 

 

＊教育部 

＊救助隊 

 統合協議中につき各種催行は一時取り止めと

した。 

 下期は講習会 2件を計画中（岩トレ、天候講座） 

 

＊新日本スポーツ連盟 

 先般総会が開催され、県連は 3 名が出席した。

特段の議題はなかった。 

 反核マラソンが実施された。 

 対県連要求は意見が集まらず行わない見通し。 

 

4. 各会の報告 20分 
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表の順番で会員数、ヒヤリハット、トピックスなどを報告 

 

会名 会員数 トピックス 

1 川崎労山 24 ヒヤリハットなし、設立 60周年、６／２８総会、役員交代、

遭難対策マニュアル等見直し 

2 川崎ＨＣ 約 90 6/21総会、一部役員交代、会長留任、事務局長未決定 

3 柴笛クラブ   

4 AC横浜 40 6/21総会、会長鍋野、事務局長栗田 

5 藤沢山の会 96 不祥事案を説明した、厳しい意見あり 

6 小田原ナーゲル   

7 相模 AC 38 6/27総会、事故 1件あり 

8 みずなら山の会 26 ヒヤリハットなし、例会で熊対策やる 

9 さがみ山友会   

10 カモの会   

11 雪童山の会 20 7/5 総会 

12 地平線の会   

13 やま＋＋ 14 ヒヤリハットなし 

14 メーグリ家   

15 M&C   

16 銀嶺会   

17 Grazie 4 特記なし 

18 SAWA MAFIA 19 特記なし 

19稜風会 2 沢登り再開している 

 

5. その他／自由討論 ５分 

 役員交代時の県連事務局宛の報告のタイミング等？ → 都度の報告をお願いする（二瓶） 

以上 

 

 

[久保会長より] 

 

7月１４日事務局長会議 理事長の発言要旨 

1. ６／２８日の不祥事に対する説明会は終了しました。出席した９つの会の皆様にはご了解頂きました。当日

の説明内容の概要については、参加・不参加の会に対して理事長名で報告しました。 

2. 県連に関わる焦点は次のステップ・・・県連改革なります。上記の報告書において簡単に理事長として考え

ていることを申し上げました。既に事務局長の皆様はご覧になっていると思いますが、本日改めてお伝えし

たいと思います。 

3. 県連改革の骨子 

(1) ６０年以上前に労山が設立されましたが、設立当時に比べ、環境が大きく変わりました。今はＩＴ化によ

り、ほしいと思う情報はインター・ネット、それどころか AI により瞬時に得られる時代になり、登山の

スタイルも大きく変わりました。勿論、登山の行為そのものが変わった訳ではありません。 

(2) この時代の変化に対応することが、今求められています。神奈川県連として次の点の改革を進めていきた

いと考えています。 

(3) ① 目標とする点は 「県連と一般の連盟員の間の距離を近くすること」 です。一般の連盟員の人にと

って県連が何をしているのか、良く分からない・・・との声が寄せられます。県連執行部としては、組織
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的には、今開催している 「事務局長会議」 で必要な情報は報告・連絡しています。ただし、それが連

盟員の人に円滑に伝わる訳ではありません。伝わる会もあれば、伝わらない会もあるのが現状です。現に

事務局長会議に出席する会はほぼ固定化し、出席しない会には伝わりようがありません。今、県連として

資料のデーターベース化に取り組んでいます。県連ニュースは毎月発行されていますが、これをもっと身

近に感じられる、アクセスし易くすることに取り組んでいます。先ずこれが第一の課題と考えています。

簡単には出来ませんが、一歩づつ進めます。 

② 第 2点目としては、組織を簡素化します。現状、県連業務を担ってくれる人はかつてに比べると大幅

に減少しています。今の人達で出来る事しか、もう出来ません。その為にも IT 化は進めなければなりま

せん。9 月の定期理事会、3 月の総会もコンパクトなものに変えていきます。定期理事会、総会の資料は

基本的には連盟ニュースに既に掲載されています。この部分は簡略化し、新しい提案などの討議すべき点

を重点にしたものにしていきます。 

③ 第 3点目は業務の執行に協力してくれる人達へのリスペクト・・思いやりを求めます。例えば、県連

と会の間で、メールのやり取りが頻繁に行われていますが、時々、それが上手くいかない・・・システム

の制限で、出来ていないケースがあります。又、その業務に当たる人もボランティアです。空いた時間に

しているのです。山登りも当然あります。忙しくて、メールを確認できない事も有ります。単に返事が来

ないとクレームを入れるのではなく、今一度、メールを見ましたか・・・という思いやりが必要です。又、

講習会等で、極稀に運営しているボランティアの指示に従わない人もいます。ボランティアの人はどう思

うでしょうか。今一度考えてください。この様な件があれば、理事長としては厳正に対処するつもりです。 

④ 第 4点目としては、県連執行部・・・常任理事会・・・のなり手がいません。私は既に後期高齢者で

すが、前任の早川さんが退任する際に、誰もなり手がいないとの事で、神奈川県連を消滅させるわけにも

いかないと思い、その任務を引き受けました。会長と理事長の 2 役です。それだけではありません。今、

救助隊と教育部を統合し、遭難対策部の機能を持ち合わせる、新しい組織を作り上げようとしています。

正式な名称は未だ決まっていませんが、この部門の部門長も兼務しています。いわば救助隊隊長、教育部

長も兼ねているという事です。今は緊急事態だと思いますが、何時までも出来る訳がありません。この問

題を解消する方法は一つだけです。仮称「各会代表者会議」設立して、2年毎に現状の「常任理事会議」

のメンバーをこの会議で選出する以外に方法はありません。 

 

以上４点ですが、９月の定期理事会の重要な議題となります。９月に提案して来年３月の総会にて、決議を行

いたいと思います。各会も業務を執行している役員を選出するのに四苦八苦しているのに、県連の業務はとて

も・・・という声も聴きますが、県連存続には誰かが、その任務に就く必要があります。出来る事ならば、ここ

に集まった事務局長の皆様が、各会にこの問題を持ち帰り、討議することを期待しています。 
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夏山シーズン外の富士登山に対する一律規制方針についての声明 

山岳安全対策ネットワーク協議会 

 

私たち山岳安全対策ネットワーク協議会は、静岡県および富士山ネットワーク会議において検討が進められて

いる「夏山シーズン以外の富士登山を禁止するルール作り」について、強い懸念を表明するとともに、その再考

を求めます。 

富士山は日本を象徴する山であり、２０１３年にはユネスコ世界遺産（文化遺産）リストにも登録されました。

その価値は単なる観光資源に留まらず、日本人が古来より自然と向き合い培ってきた登山文化・ 精神文化の象

徴でもあります。四季を通じて富士山に向き 合う営みは、多くの登山者や山岳関係者によって長きにわたって

受け継がれてきた重要な 文化的実践です。 

当然ながら、冬季を含む夏山シーズン外、積雪期の富士登山には雪山登山の経験・技術が必要であり、高度な

危険が伴います。厳冬期（以外残雪期の事故も多い）の富士山は国内有数の厳しい山岳環境であり、十分な経験・

技術・装備・判断力が不可欠です。厳冬期以外でも道路のアクセスが良い残雪期の事故も多く発生しています。

私たち登山を志す者たちは、その危険性を誰よりも理解しており、無謀な登山を容認する立場では決してありま

せん。 

しかし、今回議論されているような「一律禁止」という方向性は、問題の本質的解決につながるものではなく、

積み重ねられてきた日本の登山文化や、個々人が適切な準備と責任のもと自然に挑戦する権利/自由を過度に制限

するものになりかねません。 

また、一部報道において示された「言うことを聞かず勝手に登っている」「遭難しても自己負担がないと考え

るのは安易すぎる」といった趣旨の発言については、多くの登山者や山岳関係者に対する誤解を助長する表現で

あり、極めて遺憾と考えます。 

積雪期の富士山を登る多くの登山者は、日頃から技術訓練を重ね、登山計画書の提出、気象情報の収集、適切

な装備準備、山岳保険への加入など、事故防止のための最大限の努力を真摯に行っています。しかし、実際には

実力に見合っていない山で事故を起こす人も多く、無謀・登山届を提出しないルール違反登山には事故防止のた

めの対策も必要と考えます。山岳遭難を減らすべきという目的は行政機関と共有しておりますが、その議論は登 

山者全体を一括りにした印象論ではなく、実態に基づく冷静かつ建設的なものであるものと捉えています。 

私たちは、必要なのは「全面禁止」ではなく、「安全性を高める制度設計」であると考えます。 

具体的には、 ・冬季登山における入山届提出の厳格化 ・多言語による注意喚起と情報発信の強化 ・遭難救

助費用負担の明確化 （山岳保険加入の義務化、登山届を出さないで事故を起こした場合のペナルティなど） ・

山岳ガイドや山小屋関係者との連携強化 ・観光収益を活用した救助活動の体制づくり 

ど現実的かつ実効性のある対策を優先して議論すべきと考えます。山岳文化とは、本来自由と責任の両立の上

に成り立つものです。危険が存在するからこそ、人は学び、 備え、自然への敬意を育んできました。その営み

を単純な禁止によって断ち切ることは、 日本の登山文化の衰退にもつながりかねません。 

私たち山岳安全ネットワーク協議会を構成する山岳四団体は、静岡県および富士山 ネットワーク会議に対し、

夏山シーズン外の富士登山に対する一律規制方針の撤回と、山岳関係者・ガイド団体・地域関係者・登山者を交

えた公開性ある議論の場を設けることを強く望みます。安全対策と登山文化の継承は、決して対立するものでは

ありません。 

富士山の価値を未来へ残すためにも、現実に即した冷静で持続可能な議論が行われることに期待します。 

                                       2026 年 6 月 20 日 

山岳安全対策ネットワーク協議会構成団体 

・公益社団法人日本山岳会 会長 橋本しをり ・公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会 会長 町田

幸男 ・公益社団法人日本山岳ガイド協会 理事長 武川俊二 ・日本勤労者山岳連盟 理事長 川嶋高志 ・    

山と自然ネットワーク「コンパス」 代表 今 吏靖  
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沢：沢登、講：講習会　T:トレラン 人数 形態   H:ハイキング、A一般登山、S雪山 人数 形態 　SKI山スキー、R岩、氷 ｱｲｽｸﾗｲﾐﾝｸﾞ人数 形態

小田原ナーゲル山の会　 機関誌：　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.nagel.jp

　 　　　　　　　　　 　計17名（男7　女10）  平均年齢　62歳  （4月現在）

6/6箱根　金時山 1 A 6/13,14山梨　七面山 2 A 6/21丹沢　鍋割山 1 A

6/7丹沢　三ノ塔 2 A 6/14箱根　明神ヶ岳 1 A

藤沢山の会　機関誌：｢稜線｣　 http://fujisawa-yamanokai.com

　 　　　　　　　　　計96名（男：36、女：60）　　平均年齢65歳
6/6  武尊山（2,158.3m）　夏山準
備トレーニングの一環

5 A 6/6  大野山 2 H 6/13∼6/14  常念岳・蝶ヶ岳 1 A

6/5∼6/7  八ヶ岳 3 A 6/5∼6/7  入笠山 1 H 6/17  遠見山（地図読みバリ） 3 A

6/4  小田原市小竹（県民参加の
森林づくり　竹林整備）

5 A 6/22  湯河原幕山 7 A
6/14  前掛山（浅間山）～蛇骨山
～黒斑山

5 A

6/7∼6/8  硫黄岳、横岳～梅雨
の花探索

4 A 6/11  丹沢表尾根 6 A 6/30  書策新道～源次郎尾根 2 H

6/22∼6/23  ニュウ、北横坪庭 5 H 6/13∼6/14  北横岳～縞枯山 3 H 6/20  湯河原幕岩RCT 7 A

6/6  広沢寺 4 A 6/13∼6/14  西岳/戸隠山、高妻山　 3 A 6/17∼6/18  苗場山（払川～小赤沢） 3 H

6/20  入笠山 7 H 6/11  神山～箱根駒ケ岳 5 H
6/28  高妻山(2,353m)：平安時代
からの修験道の山　別名　戸隠
富士

4 A

6/1  つづら岩 2 A 6/13  車山・鉢形城 4 H 6/16  逗子　桜山 2 H

6/1  三ツ峠　屏風岩 クライミング 2 A 6/13  塔ノ岳・大倉尾根 2 A 6/19  塔ノ岳 1 H

6/1  御座山 2 H 6/12  甲武信岳 1 A 6/24  阿弥陀岳 4 H

6/6  瑞牆山カンマンボロン 4 H 6/22∼6/25  白神岳 5 H 6/30  金時山 4 H

6/6  入笠山 4 H 6/13∼6/14  巻機山・谷川岳 1 A 6/28∼6/29  谷川岳 2 H

6/6  大戸緑地～草戸山　 3 H 6/12  高尾山 1 H 6/29  大山 2 H

会名　みずなら山の会　 ホームページ  http://www.mizunarayama.com/

  　　　　人数26名　（男 13名・女 13名） 平均年齢　69歳

6/6 　鷹取南面 1＋３ R 6/13　塔ノ岳 2 A 6/18　北海道十勝岳 1 A

6/6　尾瀬 2 H 6/13　日光太郎山 1 A 6/21　北海道赤岳 1＋６ A

6/7　マスキ嵐 4 沢 6/14　城山湖・草戸山 3 H

6/9　鎌倉 4 H 6/14　三浦半島 2 H

神奈川県勤労者山岳連盟各会の活動報告    2026年  6月
活動報告送り先：  jim102rouzan.kanagawa@k-rouzan.net
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川崎勤労者山岳会　機関誌：｢あざみ｣　 http://sangakukai.wix.com/kawasakirouzan

　 　　　　　　　　　  計26名（男16.女10）　　平均年齢59.0歳

5/29-30七面山 2 H 6/6前掛山 2 H 6/14勘七の沢 5 沢

5/29丁須の頭 6 R 6/6伯耆大山 3 H 6/14八ヶ岳スリーピークス 1 T

5/30白山 1 A 6/6白神岳 4 H 6/17三ツ峠山 2 A

5/30御嶽山 4 A 6/7湘南鷹取 2 R 6/18峯山～うさぎ山 1 T

5/30籠ノ登山 8 H 6/7岩木山 4 H 6/19前掛山 2 A

5/31奥武蔵ロングトレイル35K 1 T 6/8富士山 4 S 6/20蔵王山 2 H

5/31県連丹沢クリーンハイク 7 H 6/11堀山の家 1 T 6/20月山 2 S

5/31県連丹沢登山道整備 1 A 6/12-13皇海山 4 A 6/22富士山 4 A

6/4湯河原幕岩 2 R 6/13塔ノ岳 1 A 6/22塔ノ岳 2 H

6/5八幡平 2 S 6/13湘南鷹取 5 R

川崎ハイキングクラブ　　機関紙「りんどう」 http://kawasaki-hc.life.coocan.jp/

　 　　　　　　　　計93名（男40  女53）平均年齢70.1歳

5/3-5 沼山峠／尾瀬 6 A 5/17-18　韓国岳開聞岳／南九州 2 H 5/31　三の塔／丹沢 5

5/10鐘撞堂山／埼玉 19 A 5/17-20　塩の道トレイル 7 H 5/31　大山イタツミ尾根 13

5/13　高尾山 13 A 5/22-25　祖母山大船山韓国岳 4 A 6/4　長尾の里 9 H

5/15-17　日本国、袴腰山/新潟 5 A 5/23　荒船山／西上州 3 A 6/4-6　皇海山 4 A

5/16　大室山.加入道山／西丹沢 4 A 5/23　高川山/大月 7 A 6/5-6　久住山平治岳/九重 1 A

5/16　倉岳山高畑山／山梨 4 A 5/23　鳳凰三山 3 A 6/6-8　姫神山／岩手県 7 A

5/17　本仁田山 5 A 5/27　室内例会 43 6/7　御岳山ロックガーデン 14 A

5/17　川苔山 3 A 5/30　釈迦が岳／河口湖 4 A 6/7-8三つ峠山 10

5/17　万三郎～天城峠/伊豆 3 A 5/31　尾瀬ケ原 3 H

　地平線の会

女5名
６/１　多摩川 バードウオッチング 2 H ６/７～６/９　九重山　平治が岳 １（３） A ６/１２　　　高尾山～景信山 1 A

６/２２　　藤野駅～陣馬山　～景信 １（１） H ６/２３　鎌倉ハイキング 3 Ｈ

アルパインクラブ横浜 http://acy.jpn.org/

計38名　(女13名,男25名)　　平均年齢：46歳

6/6小川山 2 R 6/13マスキ嵐沢 2 沢 6/20安達太良山、トレッキング 1 A

6/6西丹沢　石棚沢 11 沢
6/13大倉→塔ノ岳→蛭ヶ岳→塔
ノ岳→鍋割山→大倉

1 A
6/20世附川系　大棚沢+バラシ
マ沢

2 沢

6/6奥多摩　越沢バットレス 2 R 6/13-14佐久志賀 1 R 6/24富士山（富士宮-富士山山頂） 2 S

6/7西丹沢　モロクボ沢、水晶沢
右俣、沢登り

3 沢 6/13-14八ヶ岳小同心クラック 2 R 6/28那須井戸沢 5 沢

6/9丹沢　源次郎沢 1 沢
6/11-14槍ケ岳西稜・大槍、小
槍、孫槍

1 R 6/28富士山富士山 1 A

6/9ヤビツ～塔ノ岳 1 A 6/14谷川岳 2 R

6/13木曾駒ケ岳 中御所谷（沢
登り）

2 沢 6/18小川山　屋根岩トラバース 2 沢
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やま++   http://yamaplapla.sakura.ne.jp

　 　　　　　　　　　報告： 計14 名（男8女6 ）　　平均年齢61.7歳(26/5/31現在）
6/14 丹沢 土沢二ノ沢 3 A 6/28 北関東 大山北尾根・天丸山 4 A

川崎柴笛クラブ　 機関誌：「柴笛レポート」　http://shibabueclub.blogspot.com/

　 　　　　　　　　　計17名（男10　女7）平均年齢56歳

6/6三つ峠・コウモリ沢 1+2 沢 6/14葛野川釜入沢
1+
1

沢 6/14御前山
1+
0

H

6/6三つ峠 9+0 R 6/14鹿留川・はなば沢＆水汲沢
1+
1

沢 6/19燧ケ岳・長英新道
1+
0

H

6/7越前岳～鋸岳～位牌岳 1+1 A 6/14カーネルロック
1+
1

R 6/27栗駒山
2+
1

A

6/13甲府幕岩 1+2 R 6/14子持山獅子岩
2+
0

R 6/28焼石岳
2+
1

A

銀嶺会(https://ginreikai101.wixsite.com/ginrei)

　 　　　　　　　　　報告： 計5名（男0 女5 ）　　

5/30-31 BETA外岩講習（講師） 1+他 R 6/6 高水三山 1 A 6/13 瑞牆 1+1 R

5/30 谷川　一ノ倉沢烏帽子沢奥
壁南稜

1+2 R 6/6 小川山 1+2 R 6/14 大岳山～馬頭刈山 2 A

6/6-7 甲府幕岩 1+2 R 6/13-14 甲府幕祝い 1+1 R 6/20 三浦アルプス 1+他 A

6/6-7 瑞牆クラック 1+4 R 6/13 佐久 1+3 R 6/28 四阿山、根子岳 1 A

 雪童山の会

　　　　　　　　　　　人数20名（男11名・女9名）平均年齢　47歳

6/6　鷹取レスキュートレ 6 R 6/9　世附川金山沢 1 沢 6/24葛葉川本谷 2 沢

6/6～7　逆川 3 沢 6/13～14富士山 1 A

6/7　小川山 2 R 6/13城山 2 R
 

 

 

アサギマダラ ７月１０日 高尾山 
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全国・県連スケジュール 

 

日 曜 ７月 日 曜 ８月 日 曜 ９月 

1 水   1 土   1 火   

2 木   2 日   2 水   

3 金   3 月   3 木   

4 土   4 火   4 金   

5 日 常任理事会 5 水   5 土   

6 月  6 木 救助隊運営会 6 日 定期理事会 

7 火   7 金   7 月   

8 水   8 土   8 火   

9 木 救助隊・教育部の合同運営会 9 日 常任理事会 9 水   

10 金   10 月   10 木 救助隊運営会 

11 土   11 火 山の日 11 金   

12 日   12 水   12 土 関東ブロック役員交流会 

13 月   13 木  13 日 関東ブロック役員交流会 

14 火 事務局長会議 14 金   14 月   

15 水   15 土   15 火 事務局長会議 

16 木  16 日   16 水   

17 金   17 月   17 木  

18 土   18 火   18 金   

19 日   19 水   19 土   

20 月   20 木   20 日   

21 火   21 金   21 月 敬老の日 

22 水   22 土   22 火   

23 木   23 日  23 水 秋分の日 

24 金   24 月   24 木   

25 土   25 火 自然保護委員会 25 金   

26 日   26 水   26 土   

27 月   27 木   27 日 自然保護「西丹沢を歩こう」 

28 火 自然保護委員会 28 金   28 月   

29 水   29 土   29 火 自然保護委員会 

30 木   30 日 常任理事会 30 水   

31 金 
 

31 月         

全国救助技術交流集会 

7/5～6 

山の日記念全国大会 

8/9-11 

自然保護講座 

9/27～28 

 


